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１５年度を振り返って。 

平成１３年度から出向して３年。その３年目も終わりとなりました。この一年本当に「あっ」という間に

過ぎてしまった感じです。平成１４年の秋口から１５年度へ向けての準備が始まり、１５年度が始ま

った時にはすでに半年が済んだような気がしました。 

春の会長会議、ブロック大会、全国大会、そして会長研修会。その中で一番の思い出は、前韓

国大統領金大中閣下との対談でした。対談が実現した喜びと、商青連正副専務のチームワークの

良さと、行動力に改めて感心しました。 

委員会活動では優秀な委員長と委員恵まれ、ブロックでは心やさしく責任感の強い代表理事に

助けていただき、鬼と言われながらもこの一年多くの方とご縁を頂き、多くのことを学ばしていただ

いきました。書き尽くせない気持ちで一杯です。 

商青連の皆様、倉吉ＹＥＧの皆様への感謝。応援していただいた皆様への感謝。そして何より

家族への感謝。一年間本当に有難う御座いました。 

 

１年を終えて 

平成 15 年度鈴木会長の下、熱意有る皆様方とともに活動させていただいたこの 1 年は、私の

人生にとって、これまで以上に多くの教えと感動をいただいた１年でございました。 

副会長として担当させていただいたコミュニティビジネス委員会、ビジネスネットワーク委員会

の両事業は、これまでの商青連活動の歴史を踏まえたなかで、改めて私たちがＹＥＧとしての自

らの責務を問いなおした結果の事業であり、まさに責任と期待と不安の錯綜する日々の連続で

はありましたが、梶谷、高橋両委員長の素晴らしいリーダーシップの下、理事、専門委員各位の

情熱と行動力に支えられ、今年度の目標を達成させていただくことができまました。この 1 年、両

委員会事業に対しご理解ご支援をいただきました全ての皆様に、心より感謝申し上げます。

合掌 

1 年間を振り返って 

 

鈴木会長の強いリーダーシップの下、自称「かまぼこの板」として 1 年間専務理事を務めさ

せて頂きました。前年度の秋口から始まった助走期間を含めた約 1 年と半年。ＹＥＧ現役の最

後の年度に、自分の人生の中で最も充実した記憶を刻ませていただきました。 

「自分から自分らしく皆の為に・・・」全国４０１単会、３万人のメンバーのお役に立つ商青連

活動ができたかどうか。専務理事という立場で、やり残し、未達成の悔いも残らぬ感はないわ

けではありませんが、自分なりに精一杯やらせていただきました。 

これも、ひとえに熱いヤングハートを持った、責任感・使命感に燃えた約１２０名の商青連役

員関係者・専門委員・事務局の皆さまが一緒に「無茶はいかんが多少の無理を！」を合言葉

に全力疾走で全国をそして１年間を走っていただいたおかげです。熱い１５年度の仲間とす

べての全国のＹＥＧ関係者に感謝します。ありがとうございました。 

燃燃燃えええままましししたたた！！！戦戦戦いいいままましししたたた！！！楽楽楽しししみみみままましししたたた！！！   


